
本田技研工業グアナファト州セラヤの四輪車工場にて
（参加者と従業員）

日墨双方から計約120人が参加（後列左から８人目が筆者、同９人
目がCOMCEのマルクス・バウルメキシコ日本経済委員長）

禍
で
も
日
本
か
ら
の
直
行
便
の
運
航
が
継
続
さ
れ
た

背
景
に
は
、
在
メ
キ
シ
コ
製
造
拠
点
向
け
の
部
品
等

の
旺
盛
な
航
空
貨
物
需
要
の
存
在
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
米
国
市
場
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
エ
ー
で
あ
る
メ

キ
シ
コ
が
ニ
ア
シ
ョ
ア
リ
ン
グ（

注
）の
対
象
と
し
て
各
国

企
業
の
投
資
を
ひ
き
つ
け
て
い
る
点
に
多
く
の
言
及

が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
新
規
投
資
が
多
く
、

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
上
の
ハ
ー
ド
ル
を
も
の
と
も
し
な
い

韓
国
・
中
国
の
企
業
に
は
勢
い
が
あ
る
一
方
、
継
続

投
資
中
心
の
日
系
企
業
の
存
在
感
は
薄
れ
が
ち
で
あ

る
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

メ
キ
シ
コ
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
改
善
が

必
要

他
方
、
日
系
企
業
か
ら
は
、
メ
キ
シ
コ
の
魅
力
を

活
か
す
た
め
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
一
層
の
整
備
が

必
要
と
の
指
摘
が
相
次
い
だ
。
輸
送
貨
物
の
盗
難
防

止
な
ど
治
安
の
改
善
が
依
然
進
ん
で
い
な
い
ほ
か
、

交
通
・
物
流
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
両
大

洋
に
面
す
る
メ
キ
シ
コ
の
地
政
学
的
利
点
を
活
用
す

る
た
め
の
公
共
投
資
が
十
分
で
は
な
い
現
状
が
あ
り
、

事
業
活
動
と
日
々
の
生
活
に
不
可
欠
な
水
・
電
力
イ

ン
フ
ラ
の
拡
充
の
必
要
性
も
指
摘
さ
れ
た
。
メ
キ
シ

コ
政
府
と
の
懇
談
で
は
、
現
政
権
が
目
指
す
貧
困
・

格
差
解
消
対
策
や
、
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
も
と
で
の
米
国

の
要
請
も
背
景
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
労
働
コ
ス
ト

の
急
速
な
上
昇
へ
の
懸
念
も
表
明
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、「
第
33
回
日
本
メ
キ
シ
コ
経

済
協
議
会
共
同
声
明
」
で
は
、
日
本
企
業
の
投
資
先

と
し
て
の
メ
キ
シ
コ
の
重
要
性
を
確
認
す
る
と
と
も

分
断
が
懸
念
さ
れ
る
世
界
情
勢
に
あ
っ
て
、
メ
キ

シ
コ
は
、
わ
が
国
に
と
っ
て
基
本
的
な
価
値
観
を
共

有
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
ま
た
米
国
と
い
う
巨

大
市
場
に
隣
接
す
る
製
造
・
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
し

て
、
そ
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
日
本
メ
キ
シ
コ
経
済
委
員
会

は
、
２
０
２
３
年
12
月
11
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
９

年
ぶ
り
に
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
を
訪
れ
、
メ
キ
シ
コ
国
際

企
業
連
盟（
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
Ｅ
）と
の
間
で
第
33
回
日
本
メ
キ

シ
コ
経
済
協
議
会
を
開
催
し
た
。
現
地
滞
在
中
に
は
、

メ
キ
シ
コ
政
府
要
人
や
日
墨
両
国
企
業
の
代
表
な
ど
を

訪
問
し
て
意
見
を
交
わ
す
と
と
も
に
、
日
系
企
業
の

製
造
拠
点
を
視
察
し
た
。
以
下
に
概
要
を
報
告
す
る
。

投
資
先
と
し
て
大
き
な
魅
力
を
備
え
る

メ
キ
シ
コ

人
口
約
１
億
３
０
０
０
万
の
メ
キ
シ
コ
は
、
平
均

年
齢
が
29
歳
と
若
く
、
高
い
成
長
性
を
有
し
て
い
る
。

ま
た
、
巨
大
な
北
米
経
済
圏
の
一
角
を
占
め
る
と
と

も
に
、
世
界
53
カ
国
と
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
は
じ
め
と
す
る
経

済
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
お
り
、
製
造
・
サ
ー

ビ
ス
の
拠
点
と
し
て
の
魅
力
は
大
き
い
。

日
本
企
業
も
中
南
米
で
は
最
多
と
な
る
約
１
３
０

０
の
拠
点（
２
０
２
２
年
）を
設
け
て
い
る
。
背
景
に

は
、
従
前
の
北
米
自
由
貿
易
協
定（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）を

２
０
２
０
年
に
引
き
継
い
だ
米
国
・
メ
キ
シ
コ
・
カ

ナ
ダ
協
定（
Ｕ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
Ａ
）の
存
在
が
大
き
い
ほ
か
、

日
墨
経
済
連
携
協
定
や
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
関
す
る
包
括
的
及
び
先
進
的
な
協
定（
Ｃ
Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ｐ
）も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ

争
力
向
上
と
普
及
に
向
け
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
必

要
性
、
自
動
車
や
発
電
用
の
燃
料
と
し
て
の
グ
リ
ー

ン
水
素
の
活
用
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
多
消
費
産
業
の
脱
炭

素
化
な
ど
、
Ｇ
Ｘ
に
お
け
る
日
墨
連
携
に
期
待
が
示

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
、
メ
キ
シ
コ
政
府
に

よ
る
戦
略
的
な
取
り
組
み
と
今
後
の
展
開
に
注
目
し

て
い
き
た
い
。

ま
た
、
マ
ヤ
、
ア
ス
テ
カ
と
い
っ
た
古
代
文
明
の

遺
跡
を
有
す
る
メ
キ
シ
コ
に
と
っ
て
、
観
光
は
雇
用

の
１
割
を
創
出
す
る
有
望
産
業
の
一
つ
で
あ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
明
け
の
需
要
回
復
を
目
指
す
ト
ル
ー
コ
観
光

大
臣
か
ら
は
、
２
０
２
４
年
６
月
の
訪
日
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
つ
き
言
及
が
あ
っ
た
。
人
的
往
来
は
相
互
理
解

増
進
の
効
果
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
交
流

の
さ
ら
な
る
活
性
化
を
期
待
し
た
い
。

現
地
に
根
を
張
る
日
本
企
業

今
回
、
私
と
と
も
に
日
本
メ
キ
シ
コ
経

済
委
員
長
を
務
め
て
い
る
本
田
技
研
工
業

の
倉
石
誠
司
会
長
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
同

社
の
グ
ア
ナ
フ
ァ
ト
州
セ
ラ
ヤ
の
四
輪
車

工
場
を
視
察
す
る
貴
重
な
機
会
を
得
た
。

従
業
員
の
皆
さ
ま
の
大
歓
迎
を
受
け
る
と

と
も
に
、
平
均
年
齢
26
歳
の
若
い
メ
キ
シ

コ
人
社
員
が
生
き
生
き
と
働
く
姿
を
見
て
、

日
本
企
業
が
地
域
に
し
っ
か
り
と
根
を
張

っ
て
い
る
様
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
ら
を
有
形
無
形
の
資
産
と
し
て
、
日

墨
双
方
が
互
い
の
強
み
を
発
揮
し
な
が
ら
、

よ
り
幅
広
い
分
野
で
協
力
関
係
を
構
築
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
般
の
メ
キ
シ
コ
訪
問
中
の
各
会
合
の
設
定
に
あ

た
っ
て
は
、
福
嶌
教
輝
駐
メ
キ
シ
コ
日
本
大
使（
写

真
上
：
後
列
左
か
ら
５
人
目
）に
多
大
な
る
お
力
添

え
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
加
え
、
多
忙
な
公
務
の
合

間
を
縫
っ
て
経
済
協
議
会
の
ほ
か
政
府
要
人
と
の
会

合
等
に
も
日
本
政
府
を
代
表
し
て
出
席
さ
れ
、
懇
談

を
実
り
あ
る
も
の
に
し
て
い
た
だ
い
た
。
メ
ル
バ
・

プ
リ
ー
ア
駐
日
大
使（
写
真
上
：
後
列
左
か
ら
10
人

目
）も
日
本
か
ら
参
加
さ
れ
、
同
様
の
サ
ポ
ー
ト
を

い
た
だ
い
た
ほ
か
、
本
田
技
研
工
業
の
工
場
視
察
に

も
同
行
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
現
地
日
系
企
業
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
る

日
墨
協
会
を
訪
問
し
た
際
に
は
、
熱
烈
な
歓
迎
を
受

け
、
９
年
ぶ
り
の
経
済
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
期
待
の
大

き
さ
を
認
識
し
た
。
多
忙
な
年
末
の
時
期
に
日
本
か

ら
参
加
さ
れ
た
各
社
代
表
を
含
め
、
両
国
経
済
の
橋

渡
し
役
と
し
て
常
日
頃
努
力
い
た
だ
い
て
い
る
日
系

企
業
に
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
今
般
の
メ
キ
シ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
成
功
に
導
い
て
く
れ
た
全
て
の
関
係

者
に
こ
の
場
を
借
り
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

２
０
２
４
年
６
月
に
は
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
を
含
む
経
済
政
策
の
行
方
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
る
メ
キ
シ
コ
大
統
領
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
。
日

本
メ
キ
シ
コ
経
済
委
員
会
で
は
、
引
き
続
き
メ
キ
シ

コ
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
改
善
を
関
係
方
面
に
働
き
か

け
る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
Ｅ
と
も
連
携
し
、
二
国

間
経
済
関
係
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
取
り
組
む

所
存
で
あ
る
。

に
、
治
安
や
法
的
安
定
性
お
よ
び
規
制
・
税
制
な
ど

の
予
見
可
能
性
が
確
保
さ
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
構

築
、
な
ら
び
に
堅
固
な
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
働

き
か
け
て
い
く
と
し
て
い
る
。

グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｇ
Ｘ
）に
お
け
る
連
携
・
協
力
を
期
待

現
政
権
下
で
は
、
電
力
公
社
な
ど
国
営
企
業
優
先

政
策
の
も
と
で
、
民
間
企
業
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
発
電
事
業
は
制
約
が
多
い
う
え

に
、
ビ
ジ
ネ
ス
遂
行
上
の
法
的
安
定
性
と
予
見
可
能

性
の
低
下
さ
え
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、

日
墨
双
方
の
企
業
か
ら
、
電
気
自
動
車（
Ｅ
Ｖ
）の
競

片
かたのざか
野坂真

しんや
哉

日本メキシコ経済委員長
ANAホールディングス
会長

（注）ニアショアリング：生産拠点を最終消費地に近い場所へ設置・移転すること

ニアショアリングに沸くメキシコ
とのさらなる連携強化に向けて
─第33回日本メキシコ経済協議会を

メキシコシティで開催
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